
令和５年度 岐阜県生涯学習・社会教育総合推進研修会 開催概要 

子どもを核とした地域づくり 
～地域における社会教育士の役割～ 

１ 日  時 

   令和５年１１月２２日（水） １４：００～１６：００ オンライン開催 

 

２ プログラム   

（１）講話「社会教育士（主事）の役割と今後の展望～地域づくり型生涯学習の推進に向けて～」  

    岐阜大学地域協学センター 助教/ぎふ地域学校協働活動センター センター員 後藤 誠一 氏 

 （２）実践発表「地域づくり型生涯学習実践事例紹介～社会教育士の視点から～」 

    大八まちづくり協議会 山本 真紀 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 出席者    

市町村職員、社会教育委員、公民館・生涯学習施設職員、学校関係者、地域団体、NPO･ボランティア

団体関係者、生涯学習コーディネーター、コミュニティ診断士など、幅広い分野の担当者１０３名に参

加いただきました。 

 

４ 参加者の感想から 

・社会教育士の役割や期待される活動について知ることができた。地域を明るくするために、社会教育士は

大切なものであると感じた。 

・今まで社会教育士の存在を知らなかった。活動の幅を広げるために、今後も継続して学んでいきたい。 

・社会教育士は「仕掛け人」「つなぎ師」「分析家」であるという話が印象的であった。いろいろな主体と

つながることは大切であると思った。 

・公的機関の職員だけでなく、地域住民の方が積極的に社会教育士を取得していくことで、より地域を巻き

込んだ活動ができると思う。 

・地域づくりは人づくりであると強く感じた。今できることをいろいろな立場の方と相談しながら進めてい

きたいと思った。 

・企業と社会教育士の関わりについて、今後期待したい。 


